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2Ja-8 ウェストベルト圧と呼吸運動

○三野たまき・上田一夫

〔(社) 日本 家政 学 会

【目的】ｳｪｽﾄへ勺ﾚﾄ（幅2.5cm のｲﾝｻｲ ﾄﾞﾍﾞﾙﾄ）を装着した時に、皮膚とﾍﾞﾙﾄとの間に発生す

る被服圧（以後ベルト圧とよぶ）、腹部周径、呼吸運動は、目視では同一の周期で変化し

ているように見える。そこで、これらの波形相互の時間的関係を詳しく調べた。【実験方

法】立位静止時の自然呼吸時に計測したへ勺ﾚﾄ圧（液圧平衡法を用いて計測。“ちょうど良

い”（perfect fit)時の97.5 % 長さのﾍﾞﾙﾄを使用）、腹部周径（胸郭ﾋﾟｯｸｱｯ ﾌﾟｾﾝｻｰ、日本光電、

TR601T 使用）、呼吸運動（鼻孔付近につけたｻﾍﾟｽﾀｰ を使用。 日本光電）を同時に磁気記

録し（磁気記録計、TEAC 、RD-lllT ）、それらの再生波形をＡ/Ｄ変換ボード（ｷｯｾｲｺﾑﾃｯｸ、

AD12-16TA （98）Ｈ）を用いて、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾍ周波数100H ｚ でA°ｿｺﾝに取り込み、約100  呼吸分

の約５分間にわたるデータを切り出して解析した（ｷｯｾｲｺﾑﾃｯｸ 、BIMUTAS 使用）。なお、

ベルト圧の測定部位は、右半身の前正中線から3cm 体側寄りの垂線および体側線とｳｪｽﾄﾗ

ｲﾝとの２交点であった。【結果】ある被験者から得た上記４波形を高速フーリエ変換し、OHz

～20H ｚまでのﾊﾟﾜｰｽﾍﾟｸﾄﾙを求めた。すると、いずれのﾊﾟﾄｽ ﾍﾟｸﾄﾙ もG.40HZ と0.80HZ 付

近にﾊﾟﾜｰ のﾋﾟｰｸ を持つことがわかった。つぎに、これら４波形のｸﾛｽｽ ﾍﾟｸﾄ岫翠析を行った

ところ、どの組み合わせで得られたｸﾛｽｽ ﾍﾟｸﾄﾙも、0.39HZ 付近にﾊﾟﾜｰの単一ピリ を持って

いた。このことから、ベルト圧は呼吸運動や腹部周径の変化に同期して変化することがわ

かった。つまり、この時のベルト圧の変化は呼吸運動に起因するとことがわかった。

2Ja-9 脚部圧迫による快適圧および限界圧，とその要因分析
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目的　 ハイサポートパンストは，むくみや疲れの軽減に有用であるとされている。しか
しながら，その高い圧強度が不快感につながる場合がある。そこで，圧の快適域と限界域

を定量化するために，大腿部，下腿部，足首部を圧迫したときの，圧強度と圧感覚との関

係を，本研究において検討した。

方法　女子大学生15名，30～40代の女性事務職員10名の計25名を被験者として用いた。

圧迫部位|を大腿部，下腿部。足首部の３箇所とし，それぞれ創E 測定用カフを用いて徐々

に加圧した。このとき，各段階における圧迫感を被験者に評価点数１から５までの間で点

数づけさせ，圧迫感が５と申告されるまで加圧を継続して行った。

結果　どの部位においても，圧迫感評価点数が１～５と増加するにつれて，圧感覚が鈍

くなる傾向がみられた。また，圧迫感がちょうどよいと評価された点数３を快適圧，非常

に強いと評価された点数５を限界圧としたとき，各部位における快適圧の被験者平均は，

大腿部で6.  2gf/cm^ 下腿部で10.2gf/m ＼ 足首部で8.  6gf/cai2であった。限界圧は，そ

れぞれ11.5gf/cin2, 19.8gf/cm ＼，n.igf/cm^ であった。すなわち，大腿部の圧感覚が最も

鋭敏で，好みの圧強度が小さく，次に足首部，下腿部と大きくなるが，足首部と下腿部と

の差は小さいことがわかった。しかし，快適圧および限界圧の標準偏差は，各部位ともに

大きく，被験者の圧感覚のばらつきが大きいことがわかった。そこで，これらに影響する

要因を分析するために，年齢や身体特性などとの関係についても検討を行った。
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